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お
に

き

ま
こ
と

2
0
2
2

参
院
選「
鬼
木

誠
」
ん
さ

擁
立
決
定

主な記事

2面 映画紹介
私の一冊（練馬区職労・矢内委員長）
コロナ禍の公共民間職場
2021新春読者プレゼント「クイズの解答」

企 画 総 務 局

都本部2021春闘方針（案）

公共サービスの重要性を発信し、
処遇改善と人員確保進める

自治労は、春闘期に自治体および雇用主に対し要
求書を提出し、1年の賃金・労働条件闘争をスター
トさせます。
「自治労ストライキ批准投票」は、年間を通じて
一波につき2時間を上限とするストライキを含む闘
争指令権を自治労中央闘争委員会に委譲することに
ついて、組合員の承認を求めるものです。ストライ
キを行うための投票ではありません。
批准投票の「批准」には、「最終的確認と確定的

同意を与える」との意味があります。投票率そして
批准（賛同）率が高いほど要求実現を望む組合員の
強い「意思」を示すことになり、交渉にむけての大
きな力となります。働き方や職場環境をより良いも
のとするための、皆さんに最終の意思確認となる批
准投票への積極的な参加をお願いいたします。

連
合
は
2
0
2
1
春
季
生
活

闘
争
方
針
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
社
会
の

脆
弱
さ
を
克
服
し
て
い
く
た
め

に
も
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に

働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備

と
分
配
構
造
の
転
換
に
つ
な
が

り
得
る
賃
上
げ
に
取
り
組
み
、

『
感
染
症
対
策
と
経
済
の
自
律

的
成
長
』
の
両
立
と
『
社
会
の

持
続
性
』
の
実
現
を
め
ざ
す

と
、
2
0
2
1
春
闘
の
意
義
を

掲
げ
た
。
連
合
神
津
会
長
は
、

「
社
会
全
体
で
雇
用
の
維
持
・

創
出
に
取
り
組
み
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
落
ち
込
ん
で
い
る
消
費
マ

イ
ン
ド
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
社
会
に
呼
び
か
け

る
」
と
し
、
雇
用
を
守
り
、
基

本
給
を
底
上
げ
す
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
の
実
現
を
め
ざ
す
考
え
を

訴
え
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
目
を
転
じ

れ
ば
、
こ
の
間
、
世
界
の
国
々

で
新
自
由
主
義
的
な
政
策
が
展

開
さ
れ
、
公
が
担
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
が
切
り
捨
て
ら

れ
て
き
た
。
自
治
労
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
住
民
の
命
と
生

活
を
守
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
脆

弱
さ
が
表
出
し
、
職
員
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
労

働
者
の
処
遇
改
善
と
担
い
手
の

確
保
を
し
っ
か
り
と
自
治
体
・

使
用
者
に
求
め
な
が
ら
、「
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

を
！
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
展

開
し
て
い
く
こ
と
も
春
闘
方
針

で
掲
げ
て
い
る
。

都
本
部
は
、
連
合
・
自
治
労

春
闘
に
結
集
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
提
案
し
た
春
闘

方
針
（
案
）
で
は
、
春
闘
を
年

間
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
位

置
づ
け
、
秋
の
賃
金
確
定
期
に

む
け
て
、
自
治
労
産
別
統
一
闘

争
（
現
業
統
一
闘
争
・
人
員
確

保
闘
争
・
賃
金
確
定
闘
争
）
で

集
中
的
に
労
使
交
渉
を
展
開

し
、
交
渉
の
積
み
重
ね
に
よ
り

要
求
実
現
を
め
ざ
す
。
そ
の
た

め
都
本
部
は
、
春
闘
期
に
お
い

て
各
単
組
で
年
間
を
通
じ
て
解

決
を
は
か
る
課
題
を
明
確
に
し

て
い
く
。

ま
た
、
組
合
員
の
声
、
現
場

で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
把
握

し
、
組
合
員
全
体
で
の
共
有
を

は
か
る
「
独
自
課
題
点
検
運

動
」
の
推
進
を
提
起
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
春
闘
期
の
対
自

治
体
・
対
使
用
者
と
の
労
使
交

渉
の
集
中
日
を
3
月
18
日
と

し
、
各
単
組
が
到
達
す
べ
き

「
統
一
妥
結
指
標
」
を
設
定

し
、
す
べ
て
の
単
組
で
そ
の
到

達
を
め
ざ
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
労
働

組
合
活
動
も
困
難
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
難
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
組
合
員
へ
の
発
信
力
を
強

め
、
組
合
員
の
結
集
の
輪
を
広

げ
、
強
い
影
響
力
を
与
え
る
交

渉
力
を
備
え
る
よ
う
、
組
合
員

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

都
本
部
は
、
1
月
19
日
、「
自
治
労
東
京
都
本
部
2
0
2
1
春
闘
方
針
（
案
）」を
提
案
し
た
。

今
後
は
、
1
月
30
日
の
春
闘
討
論
集
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
）に
て
議
論
し
、
2
月
9
日
の
第
4
回
単
組
代

表
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
）で
決
定
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
拡
充
し
、
働
く
者
の
処
遇
改
善
や
人
員
確
保
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。都
本
部
は
、連
合
・
自
治
労
春
闘
に
結
集
し
、2
0
2
1
春
闘
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▲自治労本部は対面とウェブを併用して2021春闘中央
討論集会を開催した（12月10日）

自治労ストライキ批准投票用紙

賛否の表示に○を！

【妥結指標】（自治体単組等）
①賃金・労働条件の決定にあたっては、誠実な労
使交渉、協議を基本とする。特に新型コロナウイ
ルス感染症拡大影響下の財源不足等への対応と
して安易に職員賃金の引下げ提案をさせない。

②職員の賃金・労働条件に大きな影響を与える事
項の処理にあたっては、事前に労使協議を実施
する。

③適正な人員配置と職場の環境改善については、
労使交渉・協議を行う。

④新型コロナウイルス感染症に伴う在宅勤務やテ
レワーク等の実施にむけた環境整備を進める。

⑤職場の男女平等推進にむけ、女性活躍推進法に
基づく特定事業主行動計画の点検と確実な実行
にむけた具体策を講じる。

⑥ワーク・ライフ・バランスを推進し、出産・育
児、介護、治療と仕事の両立に関する施策を具
体化する。

自
治
労
は
1
月
28
日
に
第
1

5
9
回
中
央
委
員
会
を
全
面
ウ

ェ
ブ
形
式
で
開
催
し
た
。
開
会

に
あ
た
り
自
治
労
本
部
川
本
委

員
長
は
、
3
月
に
ヤ
マ
場
を
迎

え
る
春
闘
に
つ
い
て
「
昨
年
、

自
治
体
職
場
に
お
い
て
は
勧
告

が
遅
れ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
今
年
は
民
間

企
業
の
業
績
悪
化
を
理
由
に
よ

り
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
公
務
員
賃
金
引
下
げ
へ
の

圧
力
と
な
り
う
る
。
人
勧
期
・

賃
金
確
定
闘
争
期
を
見
据
え
た

土
台
を
春
闘
で
固
め
て
お
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
だ
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
で
疲
弊
し
て
い
る
現

場
も
多
い
。
自
治
労
と
し
て
持

続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
維
持

の
た
め
、
人
員
確
保
を
積
極
的

に
求
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

議
案
で
は
、
2
0
2
1
春
闘

方
針
（
案
）
や
当
面
の
闘
争
方

針
（
案
）
の
ほ
か
、「
第
26
回

参
議
院
選
挙
闘
争
の
推
進
に
つ

い
て
（
案
）」
が
提
案
さ
れ
、

2
0
2
2
年
に
実
施
さ
れ
る
第

26
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
福
岡
県
本
部
出
身
で
自
治

労
本
部
書
記
長
の
「
鬼
木
誠

（
お
に
き
・
ま
こ
と
）」
さ
ん

を
立
憲
民
主
党
か
ら
組
織
内
候

補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

▲組織内候補に決定し
た「鬼木誠」さん

「
イ
ッ
プ
ス
」
と

い
う
言
葉
が
最
近

広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
精

神
的
な
原
因
等
に

よ
り
運
動
動
作
に

支
障
を
き
た
し
、
突
然
思
い

通
り
の
プ
レ
ー
や
意
識
が
で

き
な
く
な
る
症
状
を
意
味

し
、
医
学
用
語
で
は
な
く
、

俗
語
で
あ
る
▼
私
の
学
生
時

代
に
は
そ
う
い
っ
た
単
語
は

な
く
、
今
思
え
ば
イ
ッ
プ
ス

の
症
状
の
人
を
多
く
見
か
け

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ

ろ
は
不
調
の
類
で
指
導
者
か

ら
は
「
練
習
が
足
り
ん
」
と

言
わ
れ
て
い
た
▼
イ
ッ
プ
ス

は
競
技
者
の
レ
ベ
ル
を
問
わ

ず
発
症
す
る
。
元
マ
リ
ナ
ー

ズ
の
イ
チ
ロ
ー
氏
も
「
高
校

二
年
春
に
イ
ッ
プ
ス
に
な
っ

た
の
で
投
手
か
ら
野
手
に
転

向
し
た
」
と
発
言
し
て
い

る
。
イ
チ
ロ
ー
氏
は
野
手
と

し
て
世
界
屈
指
の
名
選
手
と

な
っ
た
が
、
競
技
人
生
を
終

え
て
い
く
人
も
数
多
い
▼
現

在
も
明
確
な
治
療
法
は
な

く
、
克
服
で
き
る
か
は
本
人

次
第
で
あ
る
。
心
技
体
が
備

わ
っ
て
こ
そ
名
選
手
と
呼
ぶ

の
で
あ
れ
ば
越
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
壁
で
は
あ
る
が
、

研
究
が
進
み
、
治
療
で
き
る

症
状
と
し
て
、
競
技
者
に
多

く
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

る
日
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
祈

っ
て
い
る
。

（
西
岡
）

東奔西走

投票
期間 2月1日（月）～2月10日（水）

自
治
労
の
代
表
を
国
会
へ

全員の投票で
スト批准投票の成功を‼

◆
賛
成
の
人
は
○
、反
対
の
人
は
×
を
記
入
し
ま
す
。

◆
○
×
の
な
い
も
の
は
無
効
で
す
。

○

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1320号（１）２０２１年２月１日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



◎今年は1168通の応募（1/28現在）があり、２月中
に都本部所内で厳選な抽選を行います。当選者の発表
は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
たくさんのご応募ありがとうございました。
　今年も元気いっぱいの組合活動を
どうぞよろしくお願いします。

新春読者プレゼント新春読者プレゼント

イ
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解  
答

浙
江
省
杭
州
市
富
陽
、
富
春

江
ほ
と
り
の
美
し
い
自
然
を
背

景
に
、
町
の
近
代
化
や
四
季

折
々
の
風
景
と
と
も
に
一
家
族

の
出
来
事
、
変
遷
を
描
い
た
。

四
人
兄
弟
の
長
男
が
や
っ
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
母
の
誕
生

会
が
開
か
れ
、
そ
こ
に
集
ま
っ

た
息
子
た
ち
。
そ
の
席
で
母
が

脳
卒
中
で
倒
れ
、
長
男
夫
婦
と

同
居
す
る
こ
と
に
。
そ
こ
か
ら

夫
婦
の
介
護
に
関
す
る
葛
藤
が

始
ま
っ
た
。
二
人
の
娘
は
同
僚

の
先
生
と
恋
愛
中
で
、
結
婚
し

た
い
の
に
両
親
が
結
婚
に
反
対

で
こ
の
町
を
出
よ
う
と
考
え

る
。
漁
師
の
次
男
夫
婦
は
30
年

暮
ら
し
た
家
を
立
ち
退
く
こ
と

に
な
り
、
持
ち
船
に
仮
住
ま

い
。息
子
に
結
婚
話
が
来
て
、急

遽
見
合
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
男
は
離
婚
し
て
ダ
ウ
ン
症
の

息
子
を
育
て
て
い
る
が
、
あ
ち

こ
ち
に
借
金
が
あ
り
、
て
っ
と

り
早
く
返
す
た
め
違
法
な
賭
場

を
開
い
て
い
る
。
そ
の
せ
い
で

借
金
取
り
が
来
た
り
、
警
察
に

捕
ま
ら
な
い
か
と
兄
弟
た
ち
は

や
き
も
き
し
て
い
る
。
四
男
は

未
婚
で
、
高
齢
な
母
の
指
令
で

見
合
い
さ
せ
ら
れ
、
決
断
を
迫

ら
れ
る
。
賭
博
が
バ
レ
て
三
男

が
警
察
に
捕
ま
る
以
外
は
、
ご

く
一
般
的
な
家
族
の
出
来
事
が

水
辺
の
街
で
営
ま
れ
る
。
ま
る

で
絵
巻
物
を
鑑
賞
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
水
辺
の
横
移
動
の
カ

メ
ラ
ワ
ー
ク
は
雰
囲
気
が
あ
っ

て
、
と
て
も
心
地
良
い
。

時
代
の
風
景
を
切
り
取
る
こ

と
、
市
井
の
人
々
の
雰
囲
気
を

伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い

と
、「
富
春
山
居
図
」
と
い
う

絵
巻
物
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
映

画
を
絵
巻
物
の
よ
う
に
描
き
、

詩
や
散
文
な
ど
中
国
の
伝
統
的

な
文
人
の
視
点
で
物
語
を
組
み

立
て
、
絵
画
と
融
合
し
た
よ
う

な
映
画
を
撮
る
こ
と
を
思
い
つ

い
た
と
監
督
は
語
る
。

道
路
地
図
を
眺
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
何
時
ご
ろ
か
ら

だ
ろ
う
か
。
マ
イ
カ
ー
を
所
有

し
て
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
若
い

時
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
と
い
う
平

和
運
動
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な

り
自
転
車
の
走
行
ル
ー
ト
の
選

択
に
迫
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う

か
。
本
棚
か
ら
道
路
地
図
を
取

り
出
し
、
開
い
た
ペ
ー
ジ
を
眺

め
、
こ
の
街
は
ど
ん
な
街
だ
ろ

う
と
勝
手
に
妄
想
を
膨
ら
ま
す

の
も
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
片
手
に
地
図
サ
イ
ト
を
見
な

が
ら
、
知
ら
な
い
街
を
歩
く
こ

と
も
で
き
る
。
ま
た
、
自
動
車

に
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が

標
準
装
備
と
な
っ
て
い
る
。
大

変
便
利
に
な
っ
た
も
の
だ
。

二
男
が
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
い
た
時
、
遠
征

試
合
の
応
援
や
引
率
な
ど
で
出

か
け
る
場
合
は
、
ど
の
道
を
通

っ
て
行
け
ば
良
い
の
か
を
事
前

に
道
路
地
図
で
調
べ
て
い
た
。

当
時
、
我
が
家
の
自
動
車
に

は
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は

未
装
備
だ
っ
た
。
事
前
学
習
で

ル
ー
ト
を
頭
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
、
実
際
の
走
行
に
お
い
て

は
、
慣
れ
な
い
道
の
た
め
の
緊

張
感
や
お
い
し
そ
う
な
飲
食
店

な
ど
の
発
見
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
番
困
る
の
は
、
地
図
に

は
無
い
新
し
い
道
路
が
で
き
て

い
る
こ
と
だ
。
時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
遠
回
り
に
な
っ
て
も
良

い
の
で
行
っ
て
み
た
い
の
だ

が
、
予
定
時
間
に
間
に
合
わ
な

く
な
る
の
は
困
り
も
ん
だ
。

さ
て
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
道
路

地
図
の
中
で
も
私
が
好
ん
だ
の

は
、
東
京
地
図
出
版
の
「
ミ
リ

オ
ン
マ
ッ
プ
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。

と
て
も
見
や
す
く
良
か
っ
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
現
在
は
、

書
店
の
棚
に
は
並
ん
で
い
な

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

な
ど
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に

よ
る
地
図
出
版
業
界
の
厳
し
さ

を
感
じ
た
。

や

な
い

ゆ
き

お

練
馬
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

矢
内

幸
夫

『
ワ
イ
ド
ミ
リ
オ
ン

日
本
中
央
圏
道
路
地
図

1
／
10
万
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
春
江
水
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し
ゅ
ん
こ
う
す
い
だ
ん

』
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0
1
9
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中
国
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グ
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シ
ャ
オ
ガ
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）
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都
本
部
に
は
現
在
、
1
2
1

の
単
組
が
結
集
し
て
い
る
が
、

そ
の
約
半
数
は
、
自
治
体
で
働

く
会
計
年
度
任
用
職
員
の
仲

間
、
自
治
体
業
務
の
委
託
を
受

け
て
い
る
事
業
所
や
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
事
業
所
で
働

く
仲
間
、
社
協
・
事
業
団
、
介

護
や
福
祉
施
設
で
働
く
仲
間
で

構
成
さ
れ
て
い
る
労
働
組
合
で

あ
る
。
自
治
体
業
務
を
受
託
し

て
い
る
事
業
所
や
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
事
業
所
で
は
、

委
託
費
や
指
定
管
理
料
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
労
働
者
の
賃
金

も
低
く
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
入
札
結
果
に
よ
り
雇

用
が
打
ち
切
ら
れ
る
不
安
が
常

に
付
き
纏
う
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
組
合
で
は
、
新
た
な
委

託
等
の
導
入
に
よ
り
、
雇
止
め

へ
の
懸
念
が
大
き
い
。
ま
た
、

都
本
部
は
、
地
域
の
保
育
・
福

祉
・
介
護
職
場
で
働
く
労
働
者

が
、
個
人
で
も
加
入
で
き
る
労

組
「
地
域
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
東

京
」
を
結
成
し
、
労
働
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
。
相
談
は
増

加
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理

由
と
し
た
雇
止
め
や
十
分
な
休

業
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
に
加
え
、
経
営
者
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
の
相
談
も

多
い
。
報
道
で
、
保
育
士
が
一

斉
に
退
職
す
る
と
う
い
う
事
態

も
あ
っ
た
が
、
労
働
組
合
が
な

い
職
場
が
圧
倒
的
に
多
く
、
労

働
者
の
唯
一
の
抵
抗
・
意
思
表

示
が
「
職
場
を
辞
め
る
こ
と
」

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
頷
け

る
。一

方
で
こ
う
し
た
労
働
組
合

の
多
く
は
、
職
場
も
点
在
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
か
か
わ
ら
ず
集
ま

る
こ
と
も
難
し
い
。
ま
た
、
結

成
か
ら
日
も
浅
く
、
使
用
者
と

の
交
渉
な
ど
都
本
部
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

都
本
部
は
現
在
、
ウ
ェ
ブ
に

よ
り
職
場
実
態
の
把
握
と
様
々

な
悩
み
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
次
年
度

予
算
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
雇
用

が
継
続
さ
れ
る
か
不
安
」、「
指

定
管
理
や
委
託
の
動
き
が
進

み
、
雇
止
め
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
」、「
コ
ロ
ナ
対
応

に
追
わ
れ
職
員
が
疲
弊
し
き
っ

て
い
る
」
な
ど
報
告
を
受
け

た
。都

本
部
は
、
こ
う
し
た
状
況

の
時
こ
そ
、
単
組
と
の
「
繋
が

り
」
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
単
組
か
ら
の
聞
き
取

り
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題

を
整
理
し
、
一
つ
一
つ
解
決
に

む
け
て
運
動
を
進
め
て
い
く
。

コロナ禍の公共民間職場

疲弊し「辞める」仲間も

東
京
地
図
出
版

（
2
0
1
2
年
2
月
マ
イ
ナ
ビ
に
吸
収
合
併
）
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